
自治体のみなさまへ

分別収集の対象品として加えることをご検討下さい！

【化粧品びんリサイクルの背景】
従来、化粧品びんには、いろいろな素材があり、ソーダ石灰素材のびんだけを取り出して、リサイクルするのが困難でした。

そのため、多くが不燃ごみとして回収されていましたが、化粧品業界の努力により、現在ではソーダ石灰素材へと変更され、

乳白色のびんを除いて、資源としてリサイクルすることが可能になりました。

あきびんを「びんtoびん（びんからびん）」でリサイクルすると、

何度でも新しいびんをつくることができます。

あきびんを砕いたカレットを原料に使用することで、

大切な天然資源が節約できるだけでなく、

エネルギーの節約にもつながり、CO2の削減や地球温暖化の防止に役立ちます。

この機会に、貴重な資源である化粧品びんを、是非、対象品目に加えて下さい。

化粧品びんリサイクルのご検討については、

再商品化を委託されている、カレット事業者にご連絡下さい！

化粧品びんは貴重な資源です。
もっとリサイクルへ！
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化粧品びんの扱いについてのアンケート

対象：全国自治体　　回収数：1206件／1818件（送付数） 実施：2008年3月～4月



耐熱ガラス製の調理器・食器・哺乳びんはガラスびん
と成分が異なります。

クリスタルガラス製のコップ、ボール、皿、花びん、
灰皿はガラスびんと成分が異なります。

金属キャップ、アルミキャップ、プラスチック製の
外キャップやコルク栓は、取り除いて下さい。

茶碗・湯のみ・皿・鉢やコーヒーカップ
などの陶磁器類は、取り除いて下さい。
●陶磁器と似ている乳白色ガラスは、取り除いて下さい。

あきびん以外のものを混ぜない！
ガラスびんリサイクルで利用できない異物

ここに掲載している異物は、新しくつくるガラスびんの強度や品質に大きく影響するため、取り除いて下さい！

資源化センターや分別場に貼り、ご使用下さい！

すべてのあきびんを資源にするために

陶磁器 耐熱ガラス

キャップ

ガラス食器 照明・建材用ガラス

薬品びん

農薬や劇薬などが入っていたびんは、リサイクルする
際、有毒なガスを発生することがあり危険です。
●飲み薬が入っていたびんは、リサイクルできます。

いろいろな種類の電球類、蛍光灯や板ガラスは、
ガラスびんと成分が異なります。
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